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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  701  234.6  △142  －  △246  －  △271  －

22年３月期第１四半期  209  △58.4  △370  －  △490  －  △561  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △1  76  －  －

22年３月期第１四半期  △6  90  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  2,075  1,902  91.6  11  06

22年３月期  2,329  2,056  88.3  14  52

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,901百万円 22年３月期 2,055百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  0 00 － － 0 00  0  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  0 00 － － 0 00 0       00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ： 有・無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,000  －  △330  －  △300  －  △310  －  △2  19

通期  2,030  －  △400  －  △360  －  △380  －  △2  68

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 有・無



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２. その他の情報」をご覧ください。） 

  新規  ― 社 （社名）       、除外    ― 社  （社名） 

  （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更  

 （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係

     る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

 信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

 する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する

 事項等については、添付資料のＰ．３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有・無

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有 ・無

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 ・無

② ①以外の変更        ： 有・無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 172,018,387株 22年３月期 141,633,802株 

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 17,392株 22年３月期 17,092株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 154,334,305株 22年３月期１Ｑ 81,432,897株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益に一部回復の兆しが見られるものの、雇用・所得環 

 境は依然として厳しく、デフレなどの懸念要因もあり、先行きの不透明感を払拭できないまま推移いたしました。 

  このような状況の中、当社グループは、その販売チャネルを小売事業にシフトして３年目となります。 

  当社グループの属する宝飾業界においても、不況を背景とした消費マインドの落ち込みに加え、価格競争も激化し

 ており、大変厳しい経営環境となっております。 

当社グループのブライダルジュエリー事業では、ブライダルリング専門の直営店舗バージンダイヤモンド銀座本

店、名古屋本店を中心として「バージンダイヤモンド」というブランドに商品、店舗、接客サービスの全てを高いレ

ベルで融合させてブランド価値の一層の向上を図りながら、販売力を強化しております。 

また、e－ショップ（インターネット販売）では、日本最大のインターネット・ショッピングモール「楽天市場」

の中に「銀座バージンダイヤモンド」、「アクアジュエリー」、「プリンセスガールズ楽天市場店」を開設、自社サ

イトは「THE BEST SURPRISE」、「プリンセスガールズ」を展開しており、様々な顧客層を取り込みながら、会員

数、売上の拡大を図っております。一方、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）ではダイヤ

モンド原石の販売及び原石加工を主力として業務運営を推進してまいりました。 

   以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績については、売上高は701百万円（前年同期比234.6％増）、営業 

   損失は142百万円（前年同期は営業損失370百万円）、為替差損104百万円の発生等により経常損失は246百万円（前年

   同期は経常損失490百万円）、たな卸資産処分損28百万円の発生等により四半期純損失271百万円（前年同期は四半期

  純損失 561百万円）となりました。 

  また、当社グループは、前連結会計年度まで単一のセグメントでの開示を行ってっておりましたが、当第１四半 

  期連結会計期間より３つに区分されたセグメントによる開示を行っております。  

  報告セグメント別の業績の概況は次のとおりであります。  

 （ブライダルジュエリー事業） 

  当第１四半期連結会計期間において、ブライダルジュエリーの販売では、低調な個人消費の影響を受けて売上高 

 は24百万円、セグメント損失は18百万円となりました。 

 （ネット事業） 

  e－ショップ（インターネット販売）の売上では、低価格帯商品の販売は伸びたものの高額商品が伸び悩んだこと

 から売上高は62百万円、セグメント損失は8百万円となりました。   

 （ダイヤモンド研磨事業）  

  海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）の原石販売は、市場価格が回復しており、順調に推移し 

 たため、売上高は614百万円、セグメント損失は14百万円となりました。 

    

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 Ⅰ. 資産、負債及び純資産の状況 

  当第１四半期末の総資産は2,075百万円となり、前連結会計年度末と比較して253百万円減少いたしました。資産、

 負債及び純資産の状況は次のとおりであります。  

 ①資産 

 新研磨工場を含む複合施設の建設仮勘定が為替の影響により129百万円減少したこと等により253百万円の減少とな

りました。 

 ②負債 

 未払金が98百万円減少したこと等により99百万円の減少となりました。 

 ③純資産 

 新株式の発行による資本金及び資本準備金の増加がそれぞれ79百万円あったものの四半期純損失が271百万円計上

されたこと等により154百万円減少しております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



Ⅱ. キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して55百万円減少し

て27百万円となりました。    

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー  

 営業活動による資金の減少は135百万円（前年同期は206百万円の減少）となりました。これは主に税金等調整前四

半期純損失が270百万円があったこと等によるものです。 

 ②投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動による資金の減少は75百万円（前年同期は118百万円の減少）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出75百万円があったこと等によるものです。 

 ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動による資金の増加は157百万円（前年同期は375百万円の増加）となりました。これは主に株式の発行によ

る収入158百万円があったこと等によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  当社は、平成22年７月１日付で、当社の運営するブライダルジュエリー事業を会社分割（新設分割）により、新 

 たに設立した株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンに承継し、当社は商号変更を行わずに純粋持株会社へ移行 

 いたしました。 

  これに伴い、平成22年７月22日付「業績予想（個別）の修正に関するお知らせ」のとおり、平成23年３月期第２ 

 四半期累計期間個別業績予想及び平成23年３月期通期個別業績予想を修正しておりますが、当社グループの平成23 

 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想及び平成23年３月期通期連結業績予想に関しましては、平成22年５月19 

 日付「平成22年３月期決算短信」にて公表のとおり、為替差損の発生等織り込み済みであり、概ね予想どおりに推 

 移していることから、変更はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

    （簡便な会計処理） 

   ①たな卸資産の評価方法 

     たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下の明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿 

  価切り下げを行う方法によっております。 

   ②法人税等の計上基準 

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算定項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法をと

  っております。 

   ③一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる 

 ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

    （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

        当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31 

      日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適 

      用しております。  

      これによる、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

             

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  当社グループは、当第１四半期連結累計期間において271百万円の四半期純損失を計上し、平成16年３月期より 

継続的な純損失を計上しております。また、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシュ・フローのマイ

ナスが続いております。         

 当該状況を改善すべく「中期経営計画」を策定し、対応策の施策を行っておりますが、早期の業績回復は依然と

して不透明であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。         

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27 82

受取手形及び売掛金 38 39

商品及び製品 528 570

その他 126 125

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 717 811

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 84 82

減価償却累計額 △36 △32

建物及び構築物（純額） 48 50

その他 37 37

減価償却累計額 △26 △25

その他（純額） 10 11

建設仮勘定 1,154 1,284

有形固定資産合計 1,213 1,345

無形固定資産   

のれん 41 44

その他 31 34

無形固定資産合計 73 78

投資その他の資産   

投資有価証券 8 8

破産更生債権等 123 123

その他 62 83

貸倒引当金 △123 △123

投資その他の資産合計 71 92

固定資産合計 1,358 1,517

資産合計 2,075 2,329



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14 17

未払金 123 222

未払法人税等 5 8

賞与引当金 2 2

その他 20 18

流動負債合計 168 270

固定負債   

その他 4 2

固定負債合計 4 2

負債合計 172 272

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,538 2,459

資本剰余金 103 1,221

利益剰余金 △830 △1,756

自己株式 △2 △2

株主資本合計 1,808 1,921

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 93 134

評価・換算差額等合計 93 134

新株予約権 0 0

純資産合計 1,902 2,056

負債純資産合計 2,075 2,329



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 209 701

売上原価 169 661

売上総利益 39 40

販売費及び一般管理費 410 183

営業損失（△） △370 △142

営業外収益   

受取利息 1 0

受取賃貸料 2 2

その他 0 0

営業外収益合計 4 2

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 119 104

その他 5 1

営業外費用合計 124 105

経常損失（△） △490 △246

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3 1

前期損益修正益 － 3

特別利益合計 3 4

特別損失   

固定資産除却損 － 0

たな卸資産処分損 － 28

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 0

特別損失合計 － 29

税金等調整前四半期純損失（△） △487 △270

法人税、住民税及び事業税 1 0

法人税等調整額 72 －

法人税等合計 74 0

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △271

四半期純損失（△） △561 △271



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △487 △270

賞与引当金の増減額（△は減少） 4 △0

減価償却費 13 4

有形固定資産除却損 － 0

のれん償却額 10 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △2

受取利息及び受取配当金 △1 △0

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） 119 104

前期損益修正損益（△は益） － △3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 0

売上債権の増減額（△は増加） 21 2

たな卸資産の増減額（△は増加） 91 22

たな卸資産処分損 － 28

仕入債務の増減額（△は減少） △0 △2

未払又は未収消費税等の増減額 － △5

その他 29 △11

小計 △199 △130

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △0 －

法人税等の支払額 △6 △4

営業活動によるキャッシュ・フロー △206 △135

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △157 △75

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 25 0

その他 14 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △118 △75

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △2 －

株式の発行による収入 380 158

その他 △2 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 375 157

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50 △55

現金及び現金同等物の期首残高 67 82

現金及び現金同等物の四半期末残高 117 27



 当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、271百万円の四半期純損失を計上、平成16年３月期より

継続的な純損失を計上しており、キャッシュ・フロー面でも、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスが続

いております。 

    当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

    四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、経営の合理化を継続しており、平成22年２

   月には役員報酬の減額とブライダルジュエリー店２店舗の閉鎖を実施したほか、管理部門の合理化や支出の見直し

   により、徹底した経費削減を推進しております。さらに平成22年７月１日には、各事業部門の責任と実績の明確 

   化、業務執行と意思決定の迅速化などを目的に、ブライダルジュエリー事業を新設する株式会社バージンダイヤモ

   ンド・ジャパンに承継することにより、当社を持株会社とする持株会社制へ移行しております。この体制下、現在

   はブライダルジュエリー事業、ネット事業、ダイヤモンド研磨事業の３事業を展開しておりますが、これに加え、

   商社部門として子会社を新たに設立し、金地金の販売取引や資源開発などの事業を、今後積極的に拡大していく計

   画です。  

    他方、ジュエリー販売の施策としてはプロポーズを促すセット商品がマスコミで頻繁に紹介され、注目を集める

   中、各店でも様々な工夫をこらし、小規模なセミナーを毎月開いて顧客の囲い込みを図るなど、集客強化策を推進

   しております。また本部の店舗サポートスタッフを店舗駐在とし、営業体制の強化策も実施しております。 

    資金面では、平成21年12月30日に800百万円の資金需要を満たすため、第９回新株予約権の発行を行っており、 

   当第１四半期連結累計期間において158百万円の調達を行っております。  

    しかし、これら対応策に関して、営業施策面においては景気動向と消費マインドの影響を受けること、また資金

   調達面においては投資家の払込意欲は確認できているものの、新株予約権の行使は当社株価の状況に強く影響され

   ることなどから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。  

    なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の 

   影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結会計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  宝飾品事業の売上高及び営業利益の金額が、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

   ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

     ヨーロッパ・・・ロシア 

      

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
ヨーロッパ 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  177  31  209 －  209

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 26  －  26     （26） － 

計  204  31  236     （26）  209

営業利益又は営業損失（△）  △360  △9  △369     （△0）  △370



〔海外売上高〕    

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。  

   ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

 ヨーロッパ・・・ロシア 

   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

〔セグメント情報〕 

    １．報告セグメントの概要 

     当社グループは、前連結会計年度まで単一のセグメントでの開示を行っておりましたが、当第１四半期連結会

    計期間より３つに区分されたセグメントによる開示を行っております。 

    当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会 

   が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま 

   す。 

    当社グループは、商品及び製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

    したがって、当社グループは、商品及び製品・サービス別のセグメントから構成されており、「ブライダル 

   ジュエリー事業」、「ネット事業」及び「ダイヤモンド研磨事業」の３つを報告セグメントとしております。 

     「ブライダルジュエリー事業」は、ダイヤモンドを主力としたブライダルジュエリーの製造販売を行っており

    ます。「ネット事業」は、インターネットを通じて主にファッションジュエリーを中心とした商品の販売を行っ

    ております。「ダイヤモンド研磨事業」は、ロシア産ダイヤモンドの原石販売及び原石加工を行っております。

  

   ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１. セグメント利益又は損失（△）の調整額△101百万円には、セグメント間取引消却△2百万円及び配賦不能営業

     費用△98百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、親会社本社の総務・経理部門等の管理部門に関る

     費用であります。  

   ２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

  

    ヨーロッパ 計   

Ⅰ 海外売上高（百万円）  31  31  

Ⅱ 連結売上高（百万円）    209  

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％)  15.2  15.2  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注） 

合計 
ブライダルジ
ュエリー事業

ネット事業 
ダイヤモンド
研磨事業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高 24 62 614 701      － 701 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

2 － － 2 △2 － 

計 27 62 614 704 △2 701 

セグメント利益又は損失（△） △18 △8 △14 △41 △101 △142 



  

 該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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